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１．ソフトの概要

エクセルのシートにカードを自由に設計して、データベースを作成することが出来ます。

いくつかのサンプルカードを添付していますので使い方はすぐわかると思います。

　　LAN環境またはオンラインで複数パソコンから同時アクセスでお使いになりたい場合はLAN、インターネットLAN版をご覧下さい。（ベクターHPにて公開しています。）

２．インストール

ｅｘｄｂ．ｌｚｈを適当なホルダーに解凍すればＯＫです。
エクセルブックとこのマニュアルが解凍されます。

３．使い方

（１）必ずカードと一覧表の２つのシートをセットにして操作します。

カードのシートと一覧表のシートには任意の名前をつけることが出来ます。

（２）まず最初に「Ａctive」シートでどのカードと一覧表を使うかを選択してください。
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注意　「Active」シートは名前を変更しないで下さい。変更するとプログラムが動作しなくなります。
（３）選択が終わったら、そのカードでデータを入出力できます。
登録　　データを一覧表シートに保存します。
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（一覧表シートのｊ１セルが０のときは、キーが重複した場合でも登録できますが、１のときは重複は許されません。必要に応じ変更してください。）
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呼出　　指定したキーのデータを呼び出します。但キーが空欄の時はデータは
　　　　見つかりません。キーについては、後の説明を参照してください。

またカードシートのｂ１セルの値が

　0のときキーが部分一致で呼出し　1のときキーが完全一致で呼出す。

ので状況に応じて使い分けてください。
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訂正　　指定したキーのデータを訂正します。

クリア　カード画面をクリアします。

削除　　指定したキーのデータを削除します。

前　　　一つ前のデータに移動します。

後　　　一つ後のデータに移動します。

先頭　　先頭のデータに移動します。
最後　　最後のデータに移動します。

４．一覧表シートについて

一覧表シートはデータを一覧にして保存するシートです。特定のカードと必ずセットになっています。ここでは添付の図書カードと図書一覧表を例にとって説明します。

（１）図書一覧表の項目(c列のもの)は次のとおりです。

カードのセル　D４から右にカードシートのどのセルを使うかを記入します。

セル名　　　　Ｄ5から右に一覧表が見やすいようにそのセル名を記入します。

キー　　　　　Ｄ2から右にはキーとなるセルの所だけ半角でk、またはKを入れます。
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（２）データが入力されると一覧表の６行目から記録されていきます。

入出力の時間を早くするため、a1 セルに次の記録行の値を、またa2 セルに現在の読出し行（前，後の移動に使います）の値を記憶しています。これらのセルの値は変更しないで下さい。
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５．一覧表のA列のキーフィールドについて

（１）データを登録すると、自動的にその時にキーに指定されているフィールドの値がここに記録されます。このA列に記録されます。
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（２）複数のフィールドがキーに指定されている時は、それらのフィールドが左から結合されたものがここに記録されます。

（３）キーを新しいものに変更したい時は、ｄ２セルから右側のk または Kを新しいキーにしたいフィールドの位置に書き換えて、「キー編成」ボタンを押すと、A列に新しいキーフィールドの値で書き代えられます。
その際、昇順に並べるか、降順に並べるかを聞いてきます。この並べ替えは「キー編成」ボタンを押していつでも変更できます。
キーを書きかえると、カードからの呼出しも新しいキーで行うことが出来るようになります。伝票を伝票Noで検索したり、また別の場合には商品コードで行ったりするのに便利です。

（４）キーを昇順に並べるか、降順に並べるかは「キーソート」ボタンを押していつでも変更できます。

（５）ｊ１セルの値により、カードシートから登録する際に、重複キーを許すか、許さないかを選択することが出来ます。
ｊ１セルの値が０ ： 重複した場合登録できません。
　　　　　　　１ ： 重複して登録できます。

６．一覧表でのレコード削除と追加

一覧票で、削除したいレコードの任意のセルを選択して「レコード削除」ボタンを押すとそのレコードが削除され、A1セルの値(次に記録される行)が１減らされます。


７．一覧票のレコードをカードに表示する。

カードに表示したいレコードの任意のセルをクリックして選択しておいて、「カード表示」ボタンを押すと、その行のレコードをカードに表示することが出来ます。

８．フィルターボタンで一覧票を絞り込む

「フィルター」ボタンを押すと、４行目の各セル名の上にボタンが現れます。
セル名の上のボタンを押すとその列のセルに含まれる値が一覧で表示されるので
いずれかを選択することにより、その値を持つレコードのみに絞り込んで表示することが出来ます。
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絞り込んだレコードはその部分だけコピーなどが可能で、抽出したレコードとして利用することが出来ます。
また、フィルターオプションを使ってより複雑な検索も可能です。
フィルターオプションの詳しい使い方については、エクセルヘルプ、または解説書などをご覧下さい。

９．関数や式を使ってカードを作るには。

添付の「チェーンストア伝票」カードと「チェーンストア伝票一覧表」をご覧下さい。

ｂ４セルの社店名、品名などグレーのセル部分には全て関数が入っています。

登録や、訂正の時には関数や式の値そのものが一覧表に記録されるので問題ありません。

しかし、呼出したときに関数や式が一覧表の値で書き換えられると、関数や式が壊されるので、困ってしまいます。
呼出のとき、関数や式が入っているセルを壊したくないときは、一覧表の４行目に書いてあるセルの位置の上、即ち3行目に半角で f の文字を書いておくと呼出のとき

そのセルの関数や式を壊しません。

これは、非常に便利な機能なのでしっかり覚えてください。
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１０．新しいカードを作るには(既存のカードと一覧表を参考にしてください)

（1） 「Active」シートの「新規カード」ボタンを押すと、新しく作成するカードの名前を聞いてきますので、すでにあるカードと重複しないように名前を入力すると、新規カードがその名前で自動的に追加されます。
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（2） さらにカード名称の後に「一覧表」と付加して一覧表シートもセットで追加されます。

（3） カードシートに新しいカードを設計してください。

（4） まず、新しいカードシートで画面を設計します。そのカードの
入力するセルに、半角文字でｌまたはL、ｒまたはR、uまたはU、ｄまたはDをいれて、「Active」シートの「画面設計」ボタンを押します。
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これで自動的に、一覧表シートのD４セルから右に、カードシート側のセル名（a1とかb1とか）を記入し、D5セルから右にそのセルのタイトルを記入します。
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セル名は上で新しいカードシートの入力セルに
ｌまたはLを入れたときは、セルの左側のセルの文字を、
ｒまたはRを入れたときは、セルの右側のセルの文字を、
uまたはUを入れたときは、セルの上側のセルの文字を、
ｄまたはDを入れたときは、セルの下側のセルの文字を、
選んで記入します。
ｎまたはNを選んだときはタイトルは、「タイトル」という文字を記入します。
また、左右上下のセル名が空白のときは自動的に「タイトル」という文字を記入します。
一覧表のほうのセル名（５行目のD列から左）が空欄のままの場合は、必ず任意の名前を入れてください。空欄のままの場合、そこで処理が中断してしまうので注意してください。


（5） 一覧表のセル名、タイトルの順序は自由に変更できます。適当に調整してください。

（6） つぎに、D２セルから右に、カードを呼出す時のキーになる項目の上にキー項目であるしるしの半角「ｋ」または「K」を入力します。キー項目数には制限はありません。

（7） カードをクリアする際クリアしたくないフィールド（関数や式が入っているものなど）があれば、D３セルから右の該当のところに半角「ｆ」を入れてください。

 以上で終わりです。カードシートから入力してみてください。


１１．起動時に任意のカードと開始セルを自動的に設定するには

（１）「Ａctive」シートで目的のカードと一覧表を選んでおいて、「スタート画面設定」ボタンを押します。
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（２）設定画面が開きますので、開始セルを入力して「設定する」ボタンを押すと次回起動時よりこのカードの開始セルが選択された状態で起動します。
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（３）「設定解除」ボタンを押すと、次回起動時よりＡctiveシートを表示します。

（４）スタート画面を新たに設定、または解除した場合は、必ず終了時にブックを保存して終了してください。


１２．データ入力を楽にする

（１）カード画面での開始セルの設定

各々のカードを設計したシートのｘ１セルに開始セルを設定することができます。

ｘ１セルに例えば半角文字で「ｂ３」と入力しておくと、登録・訂正・クリアなどを実行した場合、実行後画面はクリアされてｂ３セルを自動的に選択し、次の実行を待ちます。
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（２）セルの入力規則について

エクセルではそのセルを選択したときに、IMEを自動的にひらかな入力やカナ入力にしたり、また入力できる数値に制限を設けたり、注意事項のメッセージを出したりすることが出来ます。

詳しくはメニューの「データ － 入力規則」で表示される「入力規則」ウィンドウ

及びエクセルのヘルプを参照下さい。





開始セルの設定、及び入力規則機能を使うことにより、データを次々に連続してスムースに入力することができます。入力規則機能の詳細についてはエクセルヘルプ，解説書などをご覧のうえ、是非ご活用下さい。

バージョン2.6追加機能

１３．一覧表レコードの検索、抽出（抽出とｗｏｒｋシートを使います。変更や削除をしないで下さい。）

一覧表のデータを検索し抽出する機能を追加しました。抽出したレコードのどの項目をどの順序で出力するかを指定することが出来ます。
以下に手順を説明します。

（1） 抽出シートを選んでください。
① 検索キーを設定します。「検索キー」ボタンを押します。
　下図のウィンドウが開くので、「シート名」のプルダウンを押します。
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検索したい一覧表を選びます。
ここでは、サンプルの住所録一覧表を選びます。
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下のリストボックスに住所録一覧表の項目がリストされますので、検索するキー項目を選びます。
選択しておいて、「＞」キーを押すとキー１から５に表示されます。キーは5つまで指定できます。
「＜」を押すと一番最後のキーがクリアできます。「＜＜」は全部のキーをクリアします。

（2） キーを選択して「OK」ボタンを押すと下図のウィンドウが開きますので、表示したい項目を選びます。
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表示項目をクリックするとブルーに反転します。「＞」を押すと右のボックスに写されます。写された項目が表示される項目です。右のボックスの上からの順に項目は表示されます。
最初はクリックする項目は複数選択できるようになっていますが、「選択切替」というボタンを押すと、一つづつ項目を選択するようになります。一つづつ選択して右のボックスに写すことで、表示する順序を変更することが出来ます。
右に移した項目で取り消したい時は、右のボックスでその項目を選んで「＜」を押すとその項目を消去できます。
「＞＞」は全項目を写します。「＜＜」は写された全項目をクリアします。
表示項目を選んだら「OK」ボタンを押してください。

「抽出」シートが次のようになります。
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これは、
都道府県、市町村をキーとして一覧表からレコードを抽出し、
氏名、都道府県、市町村の項目を表示すると言うことを示しています。
早速やってみましょう。
検索条件の、都道府県の下に「大阪府」と入れて、「抽出」ボタンを押してください。
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結果は下図のようになります。
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やりかたは、以上です。

検索キーの入れ方を具体的に説明しておきましょう。

都道府県のキーに

「京」または「京*」としたらでは京都のレコードが選ばれます。（先頭の文字を検索します）

「*京」「*京*」としたらとしたら東京都、京都府両方のレコードが選ばれる。

「大阪」としたら大阪府のレコードが選ばれます。

条件２つで抽出可

都道府県　市町村

大阪
　　豊中

大阪
　　*中   で大阪府で豊中市のレコードが選ばれます。

条件３つで抽出可

都道府県　　市町村
氏名

大阪
　　　豊中
新田

大阪
　　　豊中
新*

大阪
　　　豊*       新*　　　新田さんのレコードに限定される

条件を2行に書いた時は、またはの条件になります。

都道府県を「大」「京」とすると、下図のように大阪と京都のレコードが抽出されます。
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また、数字なら＝、＜、＞を使って一致するデータ、ある数字以上のもの、以下のもの

範囲に含まれるなどの検索が可能です。
サンプルデータの住所録の郵便番号に適当な数字をいれて、試してみましょう。

例えば郵便番号２４２に一致するデータなら
検索キーを郵便番号として２４２といれてやればよろしい。
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このように抽出されます。

それでは郵便番号が３００以上なら「＞３００」といれてやればいいのではと思えます。やってみましょう。
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OKです。できました。
それでは、３００から500の間ではどうでしょう。検索キーの2つ目にも「郵便番号」として「３００＞」「＜４００」としてやればいいですね。やってみましょう。
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これもOKです。
３００以下、あるいは７００以上ならOR条件ですから2行に書いてやればいいですね。
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これで、数字の範囲、あるいは文字の範囲での検索が可能です。

ほぼQueryと同等の検索が出来るので、検索に詳しい方は色々ご自分で抽出をしてみてください。使い慣れると強力なデータ検索が出来るようになります。

クリアキーの説明です。
「全クリア」は検索条件、データの全てのクリアをします。

「クリア２」は抽出データのみのクリアをします。条件を変えて検索する時に便利です。

（バージョン２．７より画像を扱えるようになりました。）

サンプルシートのアルバムを使って説明します。

「アルバム」シートにはNo、画像、コメントの3フィールドがあります。　

No.は画像のNo.を入れ、キーとします。

画像フィールドには、画像ファイル、表示する位置、大きさなどの情報が自動的に作成されて入ります。

コメントフィールドは画像のコメントを自由に入れてください。入れなくてもOKです。

Activeシートの「カード」名と「一覧表名」をそれぞれ「アルバム」「アルバム一覧表」にして、以下の説明を見て試して見てください。

１４．画像の挿入

「画像」フィールドを選んで、「画像挿入」ボタンを押します。画像フィールドが選ばれていない場合エラーメッセージが出ます。

画像を選ぶウィンドウが開くので、挿入する画像を選んで「開く」を押します。
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画像が挿入されるので、適当な位置にドラッグします。
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次に大きさを調整したい場合は、そのまま（画像を選択した状態）で「縮小拡大」ボタンを押します。

画像の選択の確認メッセージが出るので「はい」を押します。
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下図のウィンドウが開きますので、適当な縮小、拡大率を選んで「OK」を押します。

[image: image30.png]AL ATE BT EL

Cos%
C10%
©20%
© 30%
Ca0%

€ 50%
© 60%
©70%

805!

» 90&

©120%
©140%
©160%
©180%
€ 200%

oK

Ferh





画像が適当な大きさで、目的の位置に配置されました。これでOKです。

さらに自分で画像を移動させたり、マウスで大きさを調整した場合は、必ず

最後に「画像確定」ボタンを押します。そうしないと、移動や大きさの調整の
結果がデータに反映されません。
「画像確定」ボタンを押すと確認メッセージが出ますので「はい」を押します。
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画像フィールドがこのように変化するのを確認ください。
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後は、Ｎｏ．、コメントフィールドに入力し「登録」すればＯＫです。

いかがですか。画像の挿入も簡単にできますね。画像の大きさの調整は、画像を選択してハンドルを操作して適当な大きさに調整して頂いてもかまいません。

これで、顧客カードにお客様の写真を貼り付けたり、人事カードに写真を添付したり

商品台帳に商品の写真を添付したりということも簡単にできます。

但し、シートに貼り付けられる画像は表示サイズを調整しているだけで、元のファイルの大きさが変わっているわけではありませんので、大きな画像を何枚も貼り付けるとそれだけメモリーを必要としますので注意してください。

そのために、シート右上の「画表示する（しない）」ボタンを設けました。ボタンを押すごとに画像を表示する、しないが切り替わります。表示しないの場合は画像のセルには、画像ファイルへのリンクが入っています。データを前後ボタンで次々に呼び出すときも

画像を表示する、しないいずれかのモードで検索できます。カードに何枚も画像がある場合は「画像を表示しない」状態で保存すればブックのサイズは少なくて済みます。
１５．一覧表から選択して連続印刷

一覧表で選択したデータを連続してカードへ転送して印刷することが出来ます。

一覧表の印刷したいデータのB列「選択」フィールドに１を立てておき、「選択印刷」ボタンを押すと、１を入れたデータを順にカードに転送して連続して印刷することが出来ます。
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（送金のお願い）
このプログラムはシェアウエアです
継続してご使用の場合は 代金￥２，０００を 下記に送金下さい。
プロテクト解除をしないときは一定期間後,プログラムが機能しなくなります。

それまでの機能制限はありません。

      三井住友銀行です。守口支店（店番号１５６）
      普通口座番号１１９１９６１　真鍋  修宛て

お願いします。送金頂いたらプロテクト解除情報を送りますので、必ずメールを下さい。
　　　Eメールアドレス　mebius@gaia.eonet.ne.jp 　です。

その際必ず最初に表示されるシリアル番号を記載してください。プロテクト解除に
必要なので忘れずにお願いします。

お振込み連絡には次ページのフォームをお使いください。

(振込み連絡)

お振込みの対象ソフト：エクセル データベース2.86

シリアル番号：

お名前 ：

年令 ：

ご職業 ：

メールアドレス ：

入手先：
　（オンライン銀行振込のおすすめ）
都市銀行をはじめ多くの銀行ではオンラインで振込みや残高の確認を行えます。
これを使えば、パソコンの前から上記振込みを頂き、即座にメールを送信頂ければ、

私のほうでも大体毎日メールチェックとオンライン振込み確認を行っていますので

お互い、居ながらにして、しかも迅速に振込み、確認、回答をすることが出来ます。

便利な世の中になったものです。

多くの場合、各銀行のＨＰからオンライン取引の申し込みが出来るようになっています。

是非お取引されている銀行のＨＰをチェックしてみてください。

　

（免責事項）

ご質問等には極力対応指せて頂きますが、このソフトの性質上、作者によるプログラム改修などの保証義務は免除されています。また、ソフトウェアの実行結果については責任を負いかねますので、あらかじめご了承下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作者　　真鍋　修

その他、エクセルをベースとした業務用ソフトを開発しています。下記の各ＨＰをご覧下さい。

ベクターＨＰ

http://www.vector.co.jp/vpack/browse/person/an011681.html
また作者HPでは業務用システム開発のご用命を承っています。

http://excellan.web.infoseek.co.jp
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－おわり－

一覧表での指定





Ｂ１の値





Ｃ列のタイトル。


定義はＤ列から右に。





A列のキー





下押して、絞り込みたい値を選ぶ。





常にX1セルに指定したセルから入力が開始される。





様々な入力規則の設定が可能です。





ｌ、ｎなどを入れて


画面設計を押す。





セル名が空欄の場合は適当に名前を入れなければなりません。





「選択印刷」ボタンと


選択フィールドです。








